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　　　　本佛寺で流鏑馬（やぶさめ）
本佛寺で 11 月 28 日、伝統を継承していく
目的で、流鏑馬が披露されました。
見学に訪れた多くの人たちは、馬に乗って
的を射貫く様子を間近で見ることができ、
迫力ある所作に歓声が上がりました。
※今月号の目次は、16 ページに記載しています。



新年あけましておめでとうございます。
「広報うきは新年号特集」として、髙木典雄市長と
櫛川正男市議会議長による対談方式で、うきは市
について伺いました。

◎昨年を振り返って印象に残っていることや 課題は何でしょうか－

【議長】
　台風・豪雨災害（自然災害の驚異）ですね。近年、
全国で毎年のように自然大災害が発生しています。特
に今年は、豪雨による河川堤防の決壊が甚大な被害を
与えています。当市にも多くの河川があり、心配される
ところです。
また、山間部においては土砂災害警戒区域が多いため、
土砂災害への警戒も重要なことです。

【市長・議長】
　台風 15 号、19 号、さらには 21 号の影響を受けた
豪雨により、東日本を中心に甚大な被害が発生しまし
た。亡くなられた方とご遺族に深く哀悼の意を表すとと
もに、被災された多くの皆さまに心よりお見舞い申し上
げます。

【市長】
　うきは市でも、8 月に発生しました豪雨により、市
道や市が管理している河川、農地、農業用施設、林道
などに大きな被害が発生しました。また、台風 17 号
の接近により、柿・ぶどう・梨の落果や水稲の倒伏等、
農作物に大きな被害が出たところです。

【議長】
　災害から人命を守るためには、早めの避難が重要です。
そのためには、危険情報の伝達、避難所の環境整備
や自主防災組織による自力で避難が困難な方への支援
の取組が欠かせません。日頃から市民皆さんの防災意
識を向上させる活動の継続が大事です。

【市長】
　今後とも、災害対応等危機管理には万全の体制を図
って参りたいと思います。

【議長】
　福岡県が造成分譲している久留米・うきは工業団地
への株式会社資生堂の誘致、株式会社平野屋物産の
工場増設です。

【市長】
　そうですね。2 月に株式会社資生堂と進出に向けた
立地協定がなされ、3 月には株式会社平野屋物産と
工場増設にむけた用地の売買契約が締結されました。
大手企業の株式会社資生堂が出資しているというの
は、非常に明るい話題でありますし、うきは市として
も喜ばしいことです。また、平野屋物産は特許を取っ
たりしているので、今後も躍進される会社だと考えて
います。

【議長】
　株式会社資生堂の生産工場は、2022 年上期の稼
働予定で、およそ 1,000 人近くの新たな雇用の創出、
地域経済の活性化が見込まれ、人口減少という課題
に直面している当市にとってはチャンスです。特に都市
圏からの I・U ターンなどが期待できるため、企業と
連携した情報の発信や住宅事情等の受け皿を整備す
る移住定住の促進の取組が急務です。

【市長】
　株式会社資生堂とは、立地協定後、意見交換をさ
せていただいており、特に雇用の促進及び移住・定
住対策については、市として積極的に取組を進めてま
いりたいと考えています。
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◎他に２０１９年の思い出は何かありますか－

【議長】
　次にうきは６次産業化研究開発・事業化支援センタ
ー（愛称：うきは夢ラボ）のオープンです。地域の
農産物を使って新たなビジネスの創出を応援する目的
で新設され、農業者や商工業者が自ら行う、地域農
産物等を活用した加工品、地元特産の新商品等の研
究開発や事業化に向けた支援を行い、農業者等の所
得増大と地域産業の振興を図る施設ですよね。

【市長】
　新たな農業振興の取組として、規格外の農作物を
有効利用した新たな特産品の開発や農作物の高付加
価値を図るために建設を進めてまいりました。6 次産
業化を推進することで、生産や販売の強化や収益性の
向上等、農業の更なる活性化に繋がるものと考えてお
ります。また、一方では、うきはの農作物にさらに付
加価値を加えるため、「フルーツ王国」と呼ばれる所
以を数値的に紐解き、農業に対するポテンシャルの高
さを「うきはテロワール」と称し、うきはブランド構
築の一つのアイテムとして活用しているところです。

【議長】
　るり色ふるさと館は、すべての年齢の人が、学習や
研修、趣味を楽しむ機会のために提供される生涯学
習施設としてオープンしました。学習活動スペースを備
えているだけでなく、生涯学習にかかわる情報の提供
や相談に応じる機能のほか、各種団体・グループ等
が交流し、ネットワークをすすめる施設です。わたし
たちの生涯学習を総合的に支えるステージであります。
今後の施設運営に期待するところです。

【市長】
　るり色ふるさと館は、生涯学習活動の拠点であり、
全ての市民の皆さまの学びの場・集いの場です。昨
今の社会では、「人生 100 年時代」といわれ、長寿
社会となっています。すべての人々が、自ら有する知
識や経験を社会に還元しつつ、よりよい社会をつくる
主役として、選択的に自身の生きがいを選び取れる一
方で、長寿社会にふさわしい新しい価値観などをつく
り出していく事が求められています。るり色ふるさと館
を、大いに利用していただきたいと思います。

▲7 月にオープンしたるり色ふるさと館

【市長】
　ラグビー世界大会でずいぶん盛り上がりましたね。
市内唯一の浮羽究真館高等学校ラグビー部も「日本
中に感動・笑・夢を届けること」を合言葉に目指せ日
本一と頑張っています。スポーツ関連だと、うきは市
でも初のプロスポーツリーグ「第 44 回日本ハンドボ
ールリーグ」の開幕戦がうきはアリーナで開催され、
ゴールデンウルヴス福岡と大同特殊鋼の試合が行わ
れました。ゴールデンウルヴス福岡は、福岡県全土を
拠点にハンドボールと農業を中心とした仕事を両立し
ながら活動されているチームで、市内での農業経営に
も関心を持っていただいております。ハンドボール競
技を通じた地域振興にも取り組んでおられ、今後の展
開を期待しているところです。

 
▲7 月の「ハンドボールリーグ」開幕戦

　また、37 年ぶり、市として初めての開催となる冬
巡業大相撲うきは場所が開催され、朝早くからテレビ
では味わえない臨場感や力士たちの息づかいなど迫力
を堪能し、たくさんの元気や活力を得ていただくととも
に、伝統文化としての魅力も味わっていただきました。
昨年はまさしくスポーツイヤーでした。

【議長】
　宮城野親方は、うきは出身でしたよね。

【市長】
　はい。大相撲宮城野部屋、宮城野誠志親方は、浮
羽町出身で、現在、大横綱白鵬関や炎鵬関、石浦関
等を育てられていらっしゃいます。

 ▲12 月の「大相撲冬巡業うきは場所」

新年あけましておめでとうございます。
「広報うきは新年号特集」として、髙木典雄市長と
櫛川正男市議会議長による対談方式で、うきは市
について伺いました。

◎昨年を振り返って印象に残っていることや 課題は何でしょうか－

【議長】
　台風・豪雨災害（自然災害の驚異）ですね。近年、
全国で毎年のように自然大災害が発生しています。特
に今年は、豪雨による河川堤防の決壊が甚大な被害を
与えています。当市にも多くの河川があり、心配される
ところです。
また、山間部においては土砂災害警戒区域が多いため、
土砂災害への警戒も重要なことです。

【市長・議長】
　台風 15 号、19 号、さらには 21 号の影響を受けた
豪雨により、東日本を中心に甚大な被害が発生しまし
た。亡くなられた方とご遺族に深く哀悼の意を表すとと
もに、被災された多くの皆さまに心よりお見舞い申し上
げます。

【市長】
　うきは市でも、8 月に発生しました豪雨により、市
道や市が管理している河川、農地、農業用施設、林道
などに大きな被害が発生しました。また、台風 17 号
の接近により、柿・ぶどう・梨の落果や水稲の倒伏等、
農作物に大きな被害が出たところです。

【議長】
　災害から人命を守るためには、早めの避難が重要です。
そのためには、危険情報の伝達、避難所の環境整備
や自主防災組織による自力で避難が困難な方への支援
の取組が欠かせません。日頃から市民皆さんの防災意
識を向上させる活動の継続が大事です。

【市長】
　今後とも、災害対応等危機管理には万全の体制を図
って参りたいと思います。

【議長】
　福岡県が造成分譲している久留米・うきは工業団地
への株式会社資生堂の誘致、株式会社平野屋物産の
工場増設です。

【市長】
　そうですね。2 月に株式会社資生堂と進出に向けた
立地協定がなされ、3 月には株式会社平野屋物産と
工場増設にむけた用地の売買契約が締結されました。
大手企業の株式会社資生堂が出資しているというの
は、非常に明るい話題でありますし、うきは市として
も喜ばしいことです。また、平野屋物産は特許を取っ
たりしているので、今後も躍進される会社だと考えて
います。

【議長】
　株式会社資生堂の生産工場は、2022 年上期の稼
働予定で、およそ 1,000 人近くの新たな雇用の創出、
地域経済の活性化が見込まれ、人口減少という課題
に直面している当市にとってはチャンスです。特に都市
圏からの I・U ターンなどが期待できるため、企業と
連携した情報の発信や住宅事情等の受け皿を整備す
る移住定住の促進の取組が急務です。

【市長】
　株式会社資生堂とは、立地協定後、意見交換をさ
せていただいており、特に雇用の促進及び移住・定
住対策については、市として積極的に取組を進めてま
いりたいと考えています。
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　農業基盤の再生、少子高齢化・若者の流出・人口減少・空き家対策、外国人就労者支援です。まず、農業
の担い手や後継者不足、耕作放棄地の増加が進む中、当市の農業を支える人材となる青年層の新規就農者を確
保し、定着を促進することが喫緊の課題です。担い手不足を解消できるような、人材の育成や経営面での支援が
必要です。次に、少子高齢化と加速度的に進行する人口減少を考えると、地元に住み続けたいと考える若者を
増やすため、就業先の誘致、子育て支援やコミュニティ支援等による若者の流出抑制、市外からの移住定住の
促進を図ることが重要です。また、空家対策法で、自治体が空き家の所有者に対する適切な管理指導・活用を

促進できるようになったことや、自治体が「特定空家」に指定して、立木伐
採や住宅の除却などの助言・指導・勧告・命令・行政代執行ができるよう
になりました。
　こういった法律を基に「空き家バンク」などと連携し、再活用できるよう
な取組が必要です。
　最後に、当市においても年々増加している外国人居住者（令和元年11月
末現在 267 人）に対する支援です。昨年には、新しい在留資格が設けら
れた改正出入国管理法が施行されました。受入れできる分野は、介護・建設・
農業等14 分野とされ、5 年間の受入見込数は全国で約 35 万人とされてい
ます。当市においても外国人就業者が増加していくと予想されるため、多言
語を使った行政情報、生活情報の伝達手段などの生活支援体制を整備し、
在留する外国人の方が住みやすい環境づくりが求められています。

◎議長に質問です。今後、行政にどのような政策提案をしていきたいですか－

◎市長の思いはいかがですか－

◎最後に市民の皆さまに一言－

　令和最初の新年を迎え、官民協力や地域間連携を積極的に図りながら、主要計画及び政策等を基軸として市
政運営を行って参ります。その一方で、縮小していく社会に対応すべく、事業の見直し、効果の薄いものについ
ては再考すべき時でもあります。時代の流れを的確に捉え、身の丈にあ
った「うきは市」の行財政運営を確実に実行していかなければなりませ
ん。事業の実施にあたっては、「うきは市ルネッサンス戦略」と「第 2 次
うきは市総合計画」、そして、「うきは市教育大綱」等に位置づけられた
事業を通じて、活力と魅力あるうきは市の形成に向け、取組を加速しつつ、
見直しを行い、引き続き事業を進めてまいります。
　うきはの地にある素晴らしい自然環境や人々のつながり、これまで先人
が築いてきた地域の伝統、文化など価値ある貴重な資源や財産の特性に
さらに磨きをかけ、地域の一体的な発展を目指し、新しいうきは市をつく
り上げて参りたいと思います。また、人生 100 年時代となった今、いく
つになっても学び直しができ、新しいことにチャレンジできる社会を作っ
ていく必要があります。

【議長】
　今年の干支は「庚子（かのえね）」です。
　「庚」は、成長を終えた草木が次の世代を残すため
に花や種子を準備する状態を表すそうで、「子」は、
固い種に押し込められていた生命が、新たに芽生えて、
いろいろな方向に育ち始める状態を表すそうです。こ
れまでを振り返り、引き継ぐべきものを維持しつつ、
新たな環境や局面に向けて体制を整えていく年だと思
っております。新しい年を迎えるにあたり、未来に向
かって大きく飛躍できる年となるよう、皆さまとともに
歩んでまいりたいと思います。最後になりましたが、こ
の 1 年が皆さまにとって、健康で幸せ多い年でありま
すよう、心からお祈り申し上げ、新年のごあいさつと
いたします。

【市長】
　令和 2 年がスタートいたしました。市民の皆さまに
おいては、健やかに輝かしい希望に満ちた令和最初の
新年をお迎えになられたことと、心からお慶び申し上
げます。また、旧年中は格別のご理解とご協力を賜り
厚くお礼申し上げます。生活環境や地域力の向上を図

ることにより、いつまでも住み続けたいと思える、ま
ちづくりを推進し、誰もが健康で心豊かな生活が送れ、
次代を担う子供たちのために、夢と希望に満ちたうき
は市のまちづくりを市民の皆さまとともに進めてまいり
ます。一層のご理解とご協力をお願い申し上げますと
ともに、本年が皆さまにとって幸多き素晴らしい年とな
りますことを心より祈念いたしまして、新年のあいさつ
といたします。
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　農業基盤の再生、少子高齢化・若者の流出・人口減少・空き家対策、外国人就労者支援です。まず、農業
の担い手や後継者不足、耕作放棄地の増加が進む中、当市の農業を支える人材となる青年層の新規就農者を確
保し、定着を促進することが喫緊の課題です。担い手不足を解消できるような、人材の育成や経営面での支援が
必要です。次に、少子高齢化と加速度的に進行する人口減少を考えると、地元に住み続けたいと考える若者を
増やすため、就業先の誘致、子育て支援やコミュニティ支援等による若者の流出抑制、市外からの移住定住の
促進を図ることが重要です。また、空家対策法で、自治体が空き家の所有者に対する適切な管理指導・活用を

促進できるようになったことや、自治体が「特定空家」に指定して、立木伐
採や住宅の除却などの助言・指導・勧告・命令・行政代執行ができるよう
になりました。
　こういった法律を基に「空き家バンク」などと連携し、再活用できるよう
な取組が必要です。
　最後に、当市においても年々増加している外国人居住者（令和元年11月
末現在 267 人）に対する支援です。昨年には、新しい在留資格が設けら
れた改正出入国管理法が施行されました。受入れできる分野は、介護・建設・
農業等14 分野とされ、5 年間の受入見込数は全国で約 35 万人とされてい
ます。当市においても外国人就業者が増加していくと予想されるため、多言
語を使った行政情報、生活情報の伝達手段などの生活支援体制を整備し、
在留する外国人の方が住みやすい環境づくりが求められています。

◎議長に質問です。今後、行政にどのような政策提案をしていきたいですか－

◎市長の思いはいかがですか－

◎最後に市民の皆さまに一言－

　令和最初の新年を迎え、官民協力や地域間連携を積極的に図りながら、主要計画及び政策等を基軸として市
政運営を行って参ります。その一方で、縮小していく社会に対応すべく、事業の見直し、効果の薄いものについ
ては再考すべき時でもあります。時代の流れを的確に捉え、身の丈にあ
った「うきは市」の行財政運営を確実に実行していかなければなりませ
ん。事業の実施にあたっては、「うきは市ルネッサンス戦略」と「第 2 次
うきは市総合計画」、そして、「うきは市教育大綱」等に位置づけられた
事業を通じて、活力と魅力あるうきは市の形成に向け、取組を加速しつつ、
見直しを行い、引き続き事業を進めてまいります。
　うきはの地にある素晴らしい自然環境や人々のつながり、これまで先人
が築いてきた地域の伝統、文化など価値ある貴重な資源や財産の特性に
さらに磨きをかけ、地域の一体的な発展を目指し、新しいうきは市をつく
り上げて参りたいと思います。また、人生 100 年時代となった今、いく
つになっても学び直しができ、新しいことにチャレンジできる社会を作っ
ていく必要があります。

【議長】
　今年の干支は「庚子（かのえね）」です。
　「庚」は、成長を終えた草木が次の世代を残すため
に花や種子を準備する状態を表すそうで、「子」は、
固い種に押し込められていた生命が、新たに芽生えて、
いろいろな方向に育ち始める状態を表すそうです。こ
れまでを振り返り、引き継ぐべきものを維持しつつ、
新たな環境や局面に向けて体制を整えていく年だと思
っております。新しい年を迎えるにあたり、未来に向
かって大きく飛躍できる年となるよう、皆さまとともに
歩んでまいりたいと思います。最後になりましたが、こ
の 1 年が皆さまにとって、健康で幸せ多い年でありま
すよう、心からお祈り申し上げ、新年のごあいさつと
いたします。

【市長】
　令和 2 年がスタートいたしました。市民の皆さまに
おいては、健やかに輝かしい希望に満ちた令和最初の
新年をお迎えになられたことと、心からお慶び申し上
げます。また、旧年中は格別のご理解とご協力を賜り
厚くお礼申し上げます。生活環境や地域力の向上を図

ることにより、いつまでも住み続けたいと思える、ま
ちづくりを推進し、誰もが健康で心豊かな生活が送れ、
次代を担う子供たちのために、夢と希望に満ちたうき
は市のまちづくりを市民の皆さまとともに進めてまいり
ます。一層のご理解とご協力をお願い申し上げますと
ともに、本年が皆さまにとって幸多き素晴らしい年とな
りますことを心より祈念いたしまして、新年のあいさつ
といたします。
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市民ロードレース
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会計年度任用職員募集・確定申告
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給与支払い報告書の提出
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男女共同参画推進映画鑑賞会
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高額療養費の請求、プレミアム付商品券
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はじめてのおひなさま募集、空き家相談会
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PayPay が利用できます、創業塾 
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コミュニティ助成事業
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図書館だより
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まちの話題
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まちの話題
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くらしの情報
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くらしの情報
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くらしの情報
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有料広告



お誕生日おめでとう ※2月生まれ（１～３歳）を1月6日～14日まで先着25人受け付けます。
　写真・メッセージ（40字以内）を総務課広報係にお持ちください。

さい とう    かなで

齊藤　奏 ちゃん
平成31年1月24日（1歳）
1歳のお誕生日おめでと
う 奏らしく成長してね 
生まれてきてくれてあり
がとう

（古川村）

にし  み        あい る

西見　藍瑠 ちゃん
平成30年1月16日（2歳）
お誕生日おめでとう♥
藍瑠は家族の宝物です。
いつまでもお兄ちゃんと
仲良くね。

（岩光）

 え   とう      あお ね

江藤　碧音 ちゃん
平成31年1月19日（1歳）
元気いっぱい、表情豊か
なあおねちゃん。
これからも、元気にお姉
ちゃんと遊ぼうね。

（日の岡）

なか むら     まど  か

中村　円香 ちゃん
平成30年1月23日（2歳）
いつも家族のみんなを
笑顔にしてくれるまどか
ちゃん。
誕生日おめでとう！

（蓮町）

とく なが        こ  なみ

徳永　小南 ちゃん
平成29年1月24日（3歳）
こなちゃんお誕生日おめ
でとう！
お姉ちゃんと仲良く元
気いっぱい育ってね♥

（下菅）

くま まる     はる ひと

熊丸　暖一 ちゃん
平成30年1月3日（2歳）
お話も上手になってきた
はるくん。いつもニコニ
コで皆を笑顔にしてくれ
てありがとう♥

（マウンテンヒル）

 み   よし    りゅうせい

三善　琉誠 ちゃん
平成30年1月30日（2歳）
２歳のお誕生日おめで
とう！いつもみんなを
笑顔にしてくれてあり
がとう♥

（北福益）

いし  だ       ゆい  と

石田　結翔 ちゃん
平成29年1月5日（3歳）
お誕生日おめでとう！
パワフルやんちゃな可愛
い結翔くん♥兄弟仲良
く元気に育ってね♥

（下菅）

なか がわ     はる ひ

中川　遥陽 ちゃん
平成31年1月27日（1歳）
にこにこ遥ちゃんのおか
げで、パパもママも毎日
笑顔いっぱいです！
1歳おめでとう☆

（上菅）

みず  き 　　ゆう　と

水城　友翔 ちゃん
平成30年1月11日（2歳）
お誕生日おめでとう♥
もりもり食べて元気に
大きくなってね♥
皆ゆうとが大好きだよ♥

（三角）

　12月2日、小塩小学校で冬ボタルの点灯式が児
童・保護者・学校関係者のもと、行われました。
　ホタルの里で有名な小塩地区では、冬の夜に灯
るイルミネーションをホタルに模して、冬ボタル
と称し、小塩地区を色鮮やかに彩っています。
　小塩地区の冬ボタルは1月10日頃まで実施され
ます。

　うきは市商工会青年部による「未来への輝き運
動」として、吉井町の白壁交流広場に12月25日
までの間、イルミネーションが飾られました。
　幻想的な風景に、点灯期間中、多くの人が足を
止め、写真を撮ったりするなど、その輝きを見つ
めてました。

　12月7日にうきはアリーナで開催。市内外から
小学生43チームが参加しました。チャレンジ種目
｢みんなでなわとび｣の記録を、チーム一丸となり
更新し、観客を感動させました。
☆低学年の部 1位 349回 千年小｢ジャンプ｣2の2
☆中学年の部 1位 449回 千年小3年

チェンジ・スマイル60
☆高学年の部 1位 534回 千年小｢ぬくもり｣5の2

小塩小学校で冬ボタル点灯式

白壁交流広場にイルミネーション

スポコン広場 北筑後大会
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